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町
と
の
連
携
は
。

　

市
町
境
界
が
わ
か
り
に
く

い
場
所
で
は
、
他
市
町
で
も

出
動
す
る
。

　

瓜う

生り
ゅ
うの
交
差
点
ま
で
の
北

行
き
が
危
険
。そ
の
手
前
に
、

葬
儀
場
が
で
き
る
が
。

　

明
姫
幹
線
に
右
折
す
る
車

も
あ
り
、
非
常
に
危
険
な
こ

と
を
認
識
し
て
い
る
。

　

大
き
な
災
害
を
想
定
し
た

防
災
訓
練
な
ど
、
行
政
と
一

　

下
水
道
使
用
料
に
関
す
る

下
水
道
運
営
委
員
会
の
答
申

の
説
明
を
受
け
質
疑
を
行
っ
た
。

　

今
の
社
会
情
勢
か
ら
考
え
、

値
上
げ
に
つ
い
て
住
民
に
受

け
入
れ
ら
れ
る
の
か
。
運
営

委
員
会
で
意
見
は
あ
っ
た
か
。

　

運
営
委
員
会
で
は
、
時
期

的
に
ど
う
か
と
い
う
話
も
あ

っ
た
。
た
だ
、
下
水
道
料
金

の
値
上
げ
の
必
要
性
は
理
解

し
て
い
た
だ
い
た
。

　

住
民
に
周
知
を
図
る
と
き
、

資
本
費
算
入
割
合
40
％
に
す

る
と
言
っ
て
も
理
解
が
得
ら

れ
な
い
、
わ
か
り
や
い
説
明
を
。

　

運
営
委
員
か
ら
も
、
料
金

に
関
す
る
簡
単
な
説
明
を
す

る
よ
う
に
言
わ
れ
た
。
広
報

紙
に
挟
み
込
む
ほ
か
、
検
針

員
の
検
針
時
に
投
函
し
て
も

ら
え
ば
ど
う
か
と
い
う
意
見

も
あ
り
、
料
金
を
請
求
す
る

と
こ
ろ
に
は
必
ず
届
く
方
法

を
考
え
た
い
。

に
関
す
る
提
言
（
所
管
事
務

調
査
報
告
）
を
行
う
た
め
、

各
委
員
か
ら
の
提
言
案
を
ま

と
め
て
報
告
書
を
作
成
し
た
。

　

３
月
議
会
で
、
Ｊ
Ｒ
土
山

駅
西
踏
切
周
辺
の
道
路
整
備

と
狭
あ
い
道
路
の
拡
幅
整
備

　

地
籍
調
査
事
業
で
、
官
民

境
界
等
先
行
調
査
（
街
区
調

査
）
を
実
施
し
て
い
る
東
京

都
町
田
市
の
視
察
を
行
っ
た
。

　

昭
和
60
年
よ
り
狭
あ
い
道

路
拡
幅
整
備
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
東
京
都
世
田

谷
区
の
視
察
を
行
っ
た
。

委
員
会
の
提
言

▲土山駅南側の整備が進む

■
１
月
19
日
開
催

▲播磨分署で救急車の装備品について説明を受ける

■
１
月
26
日
開
催

下
水
道
運
営
委
員
会
の
答
申

救
急
救
命
の
現
場
は

■
１
月
28
日
開
催

土
山
駅
南
自
由
広
場
の
使
用

総

務

文

教

総

務

文

教

民

生

生

活

民

生

生

活

建

設

水

道

建

設

水

道

行
政
視
察

■
１
月
13
日
（
町
田
市
）

■
１
月
14
日
（
世
田
谷
区
）

加
古
川
市
東
消
防
署
播
磨
分

署
視
察

　

地
元
消
防
団
と
の
連
携
は
。

　

春
の
礼
式
訓
練
、
ポ
ン
プ

操
法
の
東
播
大
会
・
県
大
会

に
向
け
た
練
習
時
な
ど
で
、

消
防
署
職
員
も
一
緒
に
訓
練

し
、
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

　

家
屋
火
災
の
場
合
、
他
市

敷
地
面
積
は
約
１
６
０
０
㎡

　

利
用
は
無
料
。
申
し
込
み

は
、
総
合
体
育
館
で
午
前
９

時
～
午
後
７
時
（
第
４
月
曜

日
と
年
末
年
始
が
休
み
）
予

約
の
申
し
込
み
は
、
利
用
日

の
１
カ
月
前
か
ら
。

　

カ
ギ
は
、
利
用
当
日
体
育

館
の
窓
口
で
受
け
取
り
、
帰

り
は
ポ
ス
ト
に
返
す
。
利
用

者
は
原
則
自
転
車
か
徒
歩
、

荷
物
搬
入
の
み
車
の
使
用
可
。

　

現
地
に
使
用
基
準
は
明
記

さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

必
要
で
あ
れ
ば
掲
示
す
る
。

東
は
り
ま
特
別
支
援
学
校
整

備
事
業
の
進
捗
状
況

　

障
害
種
別
は
知
的
障
が
い
。

小
学
部
・
中
学
部
・
高
等
部
。

学
校
規
模
は
１
８
０
人
を
予

定
。
小
・
中
・
高
で
30
学
級
。

　

平
成
21
年
４
月
１
日
開
校
、

高
等
部
１
年
40
人
程
度
受
け

入
れ
予
定
。
現
時
点
で
の
入

学
希
望
者
は
30
人
弱
。

　

土
山
駅
と
播
磨
町
駅
か
ら

徒
歩
で
の
通
学
が
原
則
。
困

難
な
場
合
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス

を
使
用
す
る
。

　

地
域
連
携
施
設
は
、
毎
年

教
育
財
産
目
的
外
使
用
許
可

申
請
に
よ
り
県
か
ら
許
可
を

得
て
利
用
す
る
。
施
設
の
機

能
は
①
特
別
支
援
の
セ
ン
タ

ー
②
福
祉
拠
点
③
地
域
活
動

拠
点
④
地
域
交
流
。

　

通
学
路
沿
線
を
含
め
た
す

べ
て
の
地
元
に
理
解
を
得
る

た
め
の
説
明
が
必
要
で
は
。

　

施
工
計
画
や
日
程
を
調
節

し
、
運
営
な
ど
と
合
わ
せ
て

学
校
と
相
談
し
て
説
明
会
を

行
う
。

　

過
密
ゆ
え
に
東
は
り
ま
支

援
学
校
が
で
き
た
の
に
申
し

込
み
の
少
な
い
原
因
は
。

　

保
護
者
や
本
人
の
希
望
も

あ
る
。
40
人
集
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

　

播
磨
町
駅
は
無
人
駅
で
、

通
学
時
間
帯
は
駅
員
を
配
置

す
る
な
ど
見
守
り
も
必
要
、

播
磨
町
も
知
恵
を
出
し
て
対

策
を
練
る
べ
き
で
は
。

　

学
校
側
で
考
え
て
い
た
だ

く
。
協
議
会
の
方
は
通
学
路

の
安
全
確
認
で
協
力
さ
れ
る
。

駅
員
の
配
置
ま
で
は
難
し
い

と
思
う
。

　

地
域
で
利
用
で
き
る
学
校

開
放
の
時
間
帯
や
曜
日
は
。

　

学
校
を
優
先
し
、
空
き
時

間
を
地
域
が
使
用
す
る
。

指
定
管
理
の
指
定

　

指
定
管
理
は
３
年
前
に
制

度
を
導
入
。
今
回
の
更
新
か

ら
、
選
定
委
員
会
で
指
定
期

間
を
５
年
と
し
た
。

　

評
価
さ
れ
た
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
を
提
示
し
て
も
ら
え
た

ら
判
断
が
し
や
す
い
の
だ
が
。

　

選
定
に
係
る
分
に
つ
い
て

は
、
資
料
で
提
出
し
た
い
と

思
う
。

　

複
数
の
公
募
が
あ
っ
た
と

こ
ろ
は
、
今
の
実
績
は
評
価

す
る
の
か
し
な
い
の
か
。

　

提
案
書
に
基
づ
い
て
選
定

委
員
会
で
決
定
し
て
い
き
た
い
。

　
「
中
学
校
給
食
を
導
入
す

る
に
あ
た
っ
て
、
早
期
に
広

く
町
民
の
意
見
を
聞
き
、
真

に
望
ま
れ
る
中
学
校
給
食
の

実
施
を
求
め
る
意
見
書
」
の

対
応
。

　

意
見
書
は
２
月
４
日
の
教

育
委
員
会
定
例
会
に
議
題
と

し
て
上
げ
た
が
意
見
は
な
か

っ
た
。

中
央
公
民
館
改
修
事
業

▼
当
初
工
事
予
算
の
３
１
０

０
万
円
は
、
設
計
基
準
に
基

づ
い
て
見
積
も
り
を
し
た
。

▼
工
事
中
明
ら
か
に
な
っ
た

漏
水
の
た
め
、
屋
上
防
水
工

ＡＡ ＱＱ

■
２
月
12
日
開
催

ＡＱＱ

緒
に
実
施
す
る
行
事
は
あ
っ

た
の
か
。　

　

１
月
16
日
、
播
磨
小
学
校

で
防
災
訓
練
を
行
い
、
児
童

が
体
験
し
た
。
自
主
防
災
組

織
や
赤
十
字
奉
仕
団
か
ら
も

参
加
さ
れ
た
。

　

隊
員
に
よ
る
救
命
処
置
で

の
救
命
率
は
。

　

心
肺
停
止
の
傷
病
者
は
年

間
２
３
０
人
、
１
カ
月
以
上

の
生
存
者
は
８
人
と
な
っ
て

い
る
。

　
「
ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る

条
例
」
制
定
案
を
、
引
き
続

き
継
続
審
査
す
る
。

ＡＡＱ Ｑ

ＡＡ Ｑ

請　　　願
■採択されたもの
　▶「公共工事における」建設労働
者の適正な労働条件の確保に関す
る請願書（意見書を送付）

　▶「協同労働の協同組合法」（仮称）
の早期制定を求める意見書提出を
求める請願書（意見書を送付）

　■不採択となったもの
　▶「現行保育制度の堅持・拡充」
と「保育・学童保育・子育て支援
予算の大幅増額を求める」意見書
提出を求める請願書

3月定例会

事
の
緊
急
性
が
高
い
と
し
、

入
札
差
金
１
４
２
０
万
円
か

ら
同
業
者
と
約
６
６
８
万
９

千
円
で
随
意
契
約
し
、
実
施

し
た
。

放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
事
業

の
今
後
の
方
向
性

　

来
年
度
は
学
校
側
と
協
議

を
し
、
４
小
学
校
で
実
施
し

た
い
。

▼
今
年
は
学
年
を
３
・
４
年

生
へ
拡
大
し
た
が
参
加
者
は

増
え
な
か
っ
た
。

▼
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
事

業
と
学
童
と
の
共
同
は
、
国

の
動
向
を
見
て
考
え
た
い
。

教
科
担
任
制
度

▼
県
は｢

教
科
担
任
制｣

と

｢

少
人
数
授
業｣

を
組
み
合
わ

せ
た「
兵
庫
型
教
科
担
任
制
」

の
実
践
研
究
を
行
う
。

Ａ Ｑ

ＱＡ

ＱＱＱＱ Ｑ ＡＡＡＡ

請　　　願
■採択されたもの
　▶国に対する公契約基本法の早期
制定を求める請願（意見書を送付）

　▶公契約条例の制定を求める請願
（意見書を送付）
　▶播磨町の公の施設に係る指定管
理者選定委員会の選定結果につい
て尊重・遵守を求める請願書

　■不採択となったもの
　▶教員免許更新制の２００９年度
からの実施凍結を求める請願書

3月定例会
■
２
月
25
日
開
催

Ａ


